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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

日本における｢キャリア教育｣実践の展開(且）

－小学校におけるキャリア教育をどうすすめるか－

法政大学キャリアデザイン学部助教授児美川孝一郎

関係者のあいだでは、2004年度が「キャリア教

育元年」と呼ばれたように、近年、文部科学省に

よって「キャリア教育の推進」が重要な政策課題

とされ、研究指定校などを中心に、各地でその実

践的な展開が模索されはじめている。

いま、なぜキャリア教育なのか－その社会

的・政策的な背景については、すでに別稿（１）で

も論じたことがあるので、ここでは繰り返さない。

ただ、確認しておくべきは、自らの側に主体的な

準備があったわけではなく、急邉「キャリア教育

の推進」を課されることになった学校現場におい

ては、少なくない混乱や戸惑いの声が生じている

という事実であろう。

キャリア教育とは、いったい何なのか。これま

での進路指導や職業教育とは、どこが違うのか。

多J忙化するいつぽうの学校現場は、また新たな

｢教育課題」を背負い込むことになるのか。こう

いった基本点な論点についてさえ、現場の教職員

のあいだで一致した理解やコンセンサスが成立し

ているわけではない。したがって、行政指導など

に対応して、学校がなんとか取り組みに着手しよ

うとする際には、いきおい「形」に現れやすい実

践一一職業人を学校に招いての講話や、中学校で

あれば職場体験学習、高校であればインターンシ

ップなど(2)－に取り組みが集中するといった

事態も起きてきている。

また、「学校の教育活動全体を通じ、子どもの

発達段階を踏まえた組織的・系統的なキャリア教

育（新キャリア教育プラン）を推進する｣(3)とい

う方針のもと、小学校からのキャリア教育の導入

が調われているが、従来から進路指導に取り組ん

できた中学や高校とは異なり、とりわけ小学校の

現場からは、「いったい何をすればよいのか見当

もつかない」と言った戸惑いの声も聞こえてくる。

いずれにしても、初等中等教育におけるキャリ

ア教育は、具体的な教育実践の展開という点から

見れば、今まさに“生みの苦しみ,,の最中にある。

文部科学省による「政策としてのキャリア教育」

には、疑問を感じる点がないわけではないが(4)、

学校教育が取り組むべき課題として、キャリア教

育がやはり重要な位置を占めるぺきことは論を待

たない。とすれば、学校現場における今後の取り

組みが、実態としてどういう方向に進んでいくの

かについては、重大な関心を持って見守っていく

必要があるだろう。

現在、筆者は、文部科学省の「キャリア教育推

進地域指定事業」（５）に指定されている東京都内

のＭ小学校と、研究協力という形で継続的にかか

わる機会を得ている。定期的に同校を訪問し、研

究授業を参観したり、教員研修の講師をつとめた

りといったことをしているが、小学校におけるキ

ャリア教育の立ち上げの“現場”を間近に参与観

察することで、あらためて小学校段階におけるキ

ャリア教育の実践をどう構想していくべきなのか

について、多くのことを考えさせられている。

以下、本稿は、筆者が2005年11月25日にＭ小学

校の教員研修の一環として行った講演「小学校に

おけるキャリア教育をどうすすめるか」の一部を
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基にして、筆者自身が同校の教育に多少ともかか

わるなかで日常的に感じてきた学校側や教員の反

応などについての観察を加えて、書きおこしたも

のである。なお、Ｍ小学校は、いまだ３年間の研

究指定事業の途上（２年度目）にあり、来年度末

までに公開研究会を開催し、研究報告書をまとめ

る予定になっている。したがって、現時点では学

校名を公開すること、および同校の事例について

触れることは控えることにした。

１．「キャリア教育」をどう捉えるか

(1)学校の教育課程への位置づけ

学校現場でキャリア教育に取り組もうとすると

き、最初に行き当たることになる“壁，’は、そも

そも「キャリア教育とは何か」「学校教育として、

何に取り組めばよいのか」ということが、具体的

な教育課程や教育実践のレベルでは、なかなかつ

かみにくいという問題であろう。

もちろん「キャリア教育」の定義は、1999年の

中教審答申「初等中等教育と高等教育の接続の改

善について」においても、キャリア教育の推進に

関する総合的調査研究協力者会議の報告書「児童

生徒一人一人の勤労観、職業観を育てるために」

(2004年）においても明示されている。ちなみに、

後者によれば、キャリア教育とは、「児童生徒一

人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさ

わしいキャリアを形成していくために必要な意

欲・態度や能力を育てる教育」とされ、端的には

｢児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教

育｣(6)であるとされる。実際、文部科学省の政策

展開においても、教育行政上の用語としても、現

時点では、キャリア教育とは「勤労観・職業観を

育てる教育」であるという言い換えが、ほぼ定着

してきていると見てよいだろう。

したがって、学校現場において混乱や戸惑いが

生じるのは、こうした概括的な定義レベルでの

｢キャリア教育」の内容やねらい等が理解されな

いからではない。キャリア教育の意味やねらいは

わかったとしても、それを具体的には、学校の教

育課程や日常の教育実践にどう落とし込んでいけ

ばよいのかがわからないというのが、最大の“関

門，’である。事実、現行の学習指導要領には、

｢キャリア教育」という用語は一度も登場しない

し、キャリア教育を行うための特別の教科や領域

が設定されているというわけでもない。その意味

では、「キャリア教育の推進」という政策課題は、

1958年以来、一貫して学習指導要領の「基準`性」

や「法的拘束性」を強調してきた文部（科学）省

の施策としては、まことに“奇妙な”登場の仕方

をしているのである(7)。学校現場における混乱

や戸惑いの背景には、こうした事情もあることを

看過するわけにはいかないだろう。

(2)教育課程全体の改革の視点

キャリア教育を学校の教育課程にどう位置づけ

たらよいかという問題を考えるに当たっては、キ

ャリア教育の概念が、当初、1970年代のアメリカ

で登場してきた経緯に注目してみることも、あな

がち無駄なことではなかろう。

これも別稿(8)で論じたことがあるので、詳し

くはそちらを参照していただきたいが、端的に言

ってしまえば、アメリカにおけるキャリア教育は、

当時、危機的状況にあった学校教育の再建のため

の教育改革運動（careereducationmovement）

を導く主導的な「理念」として登場した。急激な

産業構造の転換を背景にしつつ、また、伝統的な

学校知識や職業教育の陳腐化という事態を前にし

て、子どもたち・若者たちの学校卒業後の「社会

的・職業的自立」に貢献しうる学校教育の「有意

性」を取り戻そうとする改革の視点が、キャリア

教育だったのである。それは単に、伝統的な「職

業教育（vocationaleducation)」の焼き直しでは

なく、むしろアカデミック教科（教育）と職業教

科（教育）との有機的な連関を取り戻し、その統

合をはかろうとしたという点では、学校全体のカ

リキュラム改革の視点でもあった。

アメリカにおけるキャリア教育の概念が有して

いた、こうした「全体性」や「革新性」の契機は、

日本におけるキャリア教育のあり方を構想する際

にも、当然念頭に置かれるべきことであろう。本
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

解釈が存在する（９）ということを承知のうえで、

あえて筆者自身の理解の仕方を結論的に言えば、

こうなるだろうか。－キャリアとは、①個々人

が生涯にわたって遂行するさまざま立場や役割の

束である、②さまざまな立場や役割が、個々人に

よって統合された形である（'0)。

したがって、キャリア発達とは、子どもたちが

その発達段階に応じて、自らのキャリアを発達さ

せていくこと、つまり、それぞれの発達段階に即

して、さまざまな立場や役割を担えるようになり、

それらを自己のなかに位置づけ、意味づけていく

ことができるようになるということである。先の

キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力

者会議によるキャリア教育の定義には、「キャリ

アを形成していくために必要な意欲・態度や能

力」とあるが、そうした意欲・態度・能力を発達

させていくことが、キャリア発達にほかならない。

これを「勤労観・職業観」の問題として表現す

ることもできなくはないと思うが、その場合には、

かなり厳密な留保が必要となるだろう。一つは、

キャリアの問題は、職業としての仕事に限定され

るものではないので、「職業観」には包摂しきれ

ない「勤労観」の意味を幅広く捉えること。子ど

もが学級において特定の係活動や委員としての活

動を担うことも勤労であり、家庭で家事などの役

割を引き受けることも勤労であるといった具合

に、「勤労」の概念を可能な限り広く捉えておく

必要がある。こうした勤労を通じて、子どもたち

が身につけていく意欲・態度・能力などが、将来

における彼（女）らの職業的な意欲・態度・能力

などにつながっていくことは十分にありうるし、

望ましいことでもあるが、将来において必ずしも

職業につながっていかない勤労も、子どもたちに

とっては立派なキャリアであることが認識されな

くてはならない。

もうひとつは、「勤労観・職業観」は、けっし

てある時点で完成したり、到達点に達したりする

ようなものではなく、生涯を通じて変化し、発達

していくものであることを押さえること。個人の

キャリア発達は、その人が職業（仕事）をリタイ

来、キャリア教育の課題は、“プラスα”の発想

で－つまりは、既存の教育課程に何かをつけ加

えるといった次元で－考えられるべきものでは

ない。キャリア教育のねらいが、子どもたちの

｢キャリア発達（careerdevelopment)」の支援に

あるとするならば、その課題は、当然のことなが

ら、学校の教育課程全体を通じて追究されなくて

はならない。いわば、学校の教育活動全体が「キ

ャリア教育」になっていなくてはいけないのであ

って、特定の教科や単元、領域だけがキャリア教

育を担うわけではない。さらに言えば、子どもた

ちのキャリア発達は、学校という場でだけなされ

るわけではなく、しかもその発達の方向は、学校

卒業後の社会生活や職業生活に向けられている。

とすれば、学校におけるキャリア教育も、学校内

で完結するのではなくて、地域社会や経済界など

との積極的な連携を模索しつつ、取り組まれてい

く必要があるだろう。

こうした視点から、学校の教育課程全体を見直

し、点検し、改善していくことが、まさにキャリ

ア教育への取り組みにほかならない。学校現場に

おいて、とりわけ教員の意識としては、キャリア

教育を学校の教育課程のうちのどこに位置づける

のかといった発想（思考回路）が、いまだに根強

いように見えるが、むしろ発想そのものを逆転さ

せる必要がある。ただ、そうであれば、（現在の

文部科学省の政策展開がそうであるように）キャ

リア教育を「勤労観・職業観の育成」と言い換え

てしまうことは、いま述べたような意味でのキャ

リア教育の全体的・革新的な契機を、かえって見

えにくくさせてしまうようにも思うのだが、これ

は、少々穿ちすぎた見方だろうか。

(3)キャリア発達の支援

ところで、子どもたちのキャリア発達を支援す

る営みが、キャリア教育の目的であるとすれば、

その際の「キャリア発達」とは、いったい何だろ

うか。

キャリアの捉え方は、時代や社会状況の変化と

ともに変わってくるし、研究者によっても多様な
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ろう（'4)。つまり、学校が、学校全体のキャリア

教育計画などを作成する際には、それぞれの学年

や発達段階で子どもたちに身につけてほしいキャ

リア発達の「到達目標」が書き込まれることにな

ると思うが、その内容は、けっして固定的・静態

的なものであってはならず、たえず点検され、検

証される必要があるし、批判的意見や疑問に対し

ても、つねにオープンに開かれたものである必要

があるということである。とくに、キャリアやキ

ャリア発達の問題は、子どもたちの生き方そのも

のであり、価値観や思想・信条にもかかわるもの

である。保護者の意向や地域社会の要請、社会全

体の考え方の変化などにも、絶えず目配りされて

いることが求められるだろう。

［図表１］の「職業観,勤労観を育む学習プロ

グラムの枠組み（例)｣('5)は、論じてきたような

意味において、小学校・中学校・高校を通じて子

どもたちに身につけさせたいキャリア発達上の諸

能力の「到達目標」について、国立教育政策研究

所生徒指導研究センターが作成し、キャリア教育

の推進に関する総合的調査研究協力者会議の報告

書にも再録されたものである。３．４．であらため

て論じることにしたい。

ヤした後でも続いていく。そうした点から言えば、

個人のキャリア発達の支援としてのキャリア教育

を、「勤労観・職業観」の育成であると言い換え

ることができるのは、そこで対象としている存在

が、子どもや若者にほかならないからだと言うこ

ともできよう。

(4)“望ましい,,キャリア発達？

なお、キャリア発達の問題を考える際には、ど

こかに“望ましい，，キャリア発達の方向性や到達

点があるわけではないということを確認しておく

ことも重要である('')。キャリア発達には、本来、

``望ましい”も‘`望ましくない”もありえない。

その人らしいキャリア形成とキャリア発達がある

だけである（'2)。キャリア教育の役割は、それぞ

れの子どもにふさわしいキャリア発達を支援する

ことにほかならない。

ただし、子どもたちの人間的成長と発達には、

｢個`性化（individualization)」の側面と同時に「社

会化（socialization)」の側面が不可欠である。子

どもたちは、かけがえのない個としての自己実現

をめざしていくとともに、自らが生まれ落ちた社

会の成員として、その社会を維持し、更新してい

く役割を担っていくことが求められる。したがっ

て、キャリア発達の場合にも、“望ましい，，キャ

リア発達の方向や到達点を子どもたちに押しつけ

ることはもちろん禁物であるが、しかし逆に、す

べてを子どもの自由に任せて、教える側からは何

の働きかけも行わないということが、教育的であ

るとは言えない側面がある（'3)。

かなり微妙な問題を含んでいるが、とりわけ小

学校レベルでの子どもの発達段階を想定した場合

には、そこでのキャリア教育（＝子どものキャリ

ア発達の支援）には、「個性化」原則に任される

部分よりも、どの子にも共通して身につけてほし

い内容が大半を占めるということも、十分にあり

うることである。ただ、その場合でも重要なのは、

学校や教員の側が教育的に設定する、子どものキ

ャリア発達の「目標」や「到達基準」は、“開か

れた”`性格のものである必要があるという点であ

２．いま、なぜキャリア教育なのか

(1)若年雇用問題への対応？

キャリア教育の中味については、とりあえず押

さえることができたとして、それにしても、いま

なぜ「キャリア教育の推進」なのか。学校現場に

おける反応としては、キャリア教育の中味が捉え

にくいことへの“戸惑い，，もさることながら、教

育政策が急展開して、にわかにキャリア教育が焦

点的な課題となってきたことに“唐突ざ，を感じ

る感覚も根深いように見える。これは、戦後の教

育政策・行政に一貫して見られることであり、今

にはじまったことではないとも言えるが、「キャ

リア教育の推進」という政策課題は、教育界から

内在的に持ち上がったもの－たとえば、学校現

場からその必要`性を指摘する声が高まって、教育

政策がそれを取り上げることになったといった形
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）
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で－ではない。しかも、今回のキャリア教育に

関して言えば、それは、文部科学省による独自の

判断に基づく「上から」の政策であるわけでもな

い。

周知のように、現在、文部科学省が進めている

キャリア教育関連の中心施策である「新キャリア

教育プラン」（小学校・中学校・高校を通じた系

統的な勤労観・職業観の育成の取り組み）は、政

府レベルでの省庁横断的な若者就労支援政策であ

る「若者自立・挑戦プラン」（2003年度～）の一

環として('6)展開されているものである。その背

景にあるのは、言うまでもなく、新規学卒者の就

職難、フリーターの増大、若年層の離職率や失業

率の高さといった「若者と雇用」をめぐる近年の

状況悪化にほかならない。その状況悪化をもたら

した原因の一つに、若者たちの就労意欲の弱さや

職業意識の未熟さがあるといった認識から、学校

段階からのキャリア教育の推進が強力に求められ

たわけである。

「若者と雇用」をめぐる困難な状況を前にして、

学校教育は何もしなくてよいなどと言うつもりは

毛頭ない。しかし、若年層の雇用をめぐる状況が

厳しいから、学校でのキャリア教育が必要だとい

うロジックは、本来的には、やはりどこか転倒し

たものだと言わざるをえないのではないか('7)。

はたして20年ほど前の若者は、今の若者たちより

もしっかりとした就労意欲をもち、職業意識が成

熟していたのか。答えは、（筆者自身にも身に覚

えがあるが）否であろう。それでも当時の若者た

ちは、全体としては「学校から職業への移行」を

スムーズに果たしていた。職場も含めて社会全体

が、未熟な若者たちを大人にしていく役割を背負

っていたからである。とすれば、現在の若者たち

の就労をめぐる困難は、その原因をすべて若者た

ち自身に帰してすむ問題でないことは明らかだろ

う。それにもかかわらず、若者の雇用問題の“ツ

ゲを教育で払わされるような格好での「キャリ

ア教育の推進」は、その出自にどこか“不純”な

ものを含んでいると言うべきではなかろうか('8)。

(2)埋め込まれていた機能を、意識的・自覚
的な取り組みに

以上のような意味で、政策として展開されてい

るキャリア教育には、疑問を呈せざるをえない点

があるのだが、そのことは、今日の学校教育が、

キャリア教育には取り組む必要がないということ

を意味するわけではもちろんない。

むしろ１．で論じたようなキャリア教育の捉え

方（＝子どもたちのキャリア発達の支援）を前提

とするならば、学校教育の役割には、本来「キャ

リア教育」的な内容が豊かに含まれていたはずで

ある。（それを「キャリア教育」という概念で意

識したり、焦点化したりすることはなかったとし

ても、である｡）であれば、「いま、なぜ？」とい

う問いをたてる方が、実は、論理的にはおかしな

ことでもある。

むしろ、今日の時点で関係者の側が十分に意識

しておくべきは、これまでの学校教育には「キャ

リア教育」的な内容が含まれており、事実上は従

来も「キャリア教育」に取り組んできたのだとし

ても、これまではそのことを特別に意識しないで

済んできたという事実である。それは、学校を取

り巻く家庭や地域社会の教育力がしっかりしてお

り、学校だけが子どもたちのキャリア発達を支援

するという役割を担う必要がなかったこと、「職

業的社会化」という点で言えば、企業内教育が大

きな役割を果たすことで、子どもたちの「学校か

ら職業への移行」が円滑に実現してきたことに支

えられたものであった。

しかし、こうした環境条件は、現在では大きく

崩れてきている。学校における生活指導のあり方

をめぐる議論の際に、学校教育の過剰負担一学

校による「抱え込み」－をどう解消するかとい

う課題が提起されること（'9)に象徴的であるが、

家庭や地域社会の教育力の現状は、かつてのよう

な役割を期待できる状況にはない。また、個別の

企業によって事情は異なるとしても、全体として、

今日の企業が人を育てる余裕を持てなくなりつつ

あることは確かであろう。若年層にとっての「学

校から職業への移行」の困難は、移行プロセスの
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

意識を身につけてもらい、厳しい現実を漕ぎ渡っ

ていけるような力をつけてもらうことは、もちろ

ん社会全体の課題であるが、学校もまた、専門的

な教育機関として、そこに参加し、役割を果たし

ていく必要があるということである。

長期化・複雑化・不安定化として現象している

が、それは、入り口（就職）が狭められていると

いうことだけではなく、仮に職に就くことができ

たとしても、その先で、職業人としてどうやって

一人前になっていくかという「職業的社会化」の

困難を随伴しているのである(２０)。

要するに、これまでであれば学校教育を補完し

てきたはずの、社会全体で子どもを育て、一人前

の大人にしていくという「社会化」機能が大きく

衰弱してきている。それは、個人の側から見れば、

従来はとりわけ自己のキャリア形成などに意識的

でなくとも、家族一学校一企業といった「組織」

に属し続けることで、そこでキャリア形成のレー

ルを敷いてもらえたのに対して、現在ではそうは

いかなくなった、自らが自律的に、自分のキャリ

アを形成していかなくてはいけなくなったという

ことを意味しているわけである。

とすれば、学校教育もまた、そうした環境変化

を前提としたうえで、これまでよりも自覚的かつ

目的意識的にキャリア教育に取り組むという課題

を引き受けざるをえない。若年雇用問題の“ツゲ

を教育が肩代わりするということではないとして

も、状況が変わってしまった以上、学校が、子ど

もたちを“無防備”なままに社会に送りだすわけ

にはいかない。子どもたちにまつとうなキャリア

３．キャリア教育で身につける能力

（１）キャリア発達の順次性

見てきたような意味で、学校段階からのキャリ

ア教育が求められるとしても、もちろん小学校で

取り組まれるキャリア教育と高校で行われるキャ

リア教育とでは、内容や方法等において、力点や

比重が違ったものとなることは明らかであろう。

学校段階が、子どもたちの発達の順次』性に応じ

て、階梯的に積み上げられているように、子ども

たちのキャリア発達にも発達の順次性がある。

[図表２］は、先の国立教育政策研究所の報告

｢児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進に

ついて」で提案され、やはりキャリア教育の推進

に関する総合的調査研究協力者会議の報告書でも

再録された、学校段階別の子どもたちのキャリア

発達課題の系統図である。

用語等も含めて細かな議論は省けば、小学校段

階での「基盤形成」から、中学校での「暫定的選

択」へと向かい、高校段階では「現実的探索・試

図表２学校段階別に見た職業的（進路）発達段階，職業的（進路）発達課題
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/｣学校段階 中学校段階 高等学校段階

＜職業的（進路）発達段階＞

進路の探索・選択にかかる基盤形

成の時期
現実的探索と暫定的選択の時期

現実的探索・試行と社会的移行準

備の時期

＜職業的（進路）発達課題＞

● 自己及び他者への積極的関心の

形成・発展

･身のまわりの仕事や環境への関

心・意欲の向上

･夢や希望，‘憧れる自己イメージ

の獲得

･勤労を重んじ目標に向かって努

力する態度の形成

･肯定的自己理解と自己有用感の

● 

獲得

興味・関心等に基づく職業観．

勤労観の形成

･進路計画の立案と暫定的選択

･生き方や進路に関する現実的探

索

● 自己理解の深化と自己受容

･選択基準としての職業観・勤労

観の確立

･将来設計の立案と社会的移行の

準備

･進路の現実吟味と試行的参加
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行」に入るという流れは、大筋で了解できるもの

であろう。

ただ、固有に小学校段階におけるキャリア教育

について考える際には、①小学１年～６年という

年齢幅もあり、子どもの発達段階もかなり違って

くる時期を、「進路の探索・選択にかかる基盤形

成の時期」とひと括りにするだけでよいのか、②

子どもの発達段階に応ずるのであれば、いわゆる

｢プレ思春期」を迎える小学校高学年は、むしろ

中学校段階への“橋渡し，，の時期であり、それと

低学年・中学年とは、やや質的に違う時期として

把握する必要はないか、といった議論も出てくる

かもしれない。

小学校がキャリア教育についての全体計画を作

成する際には、おそらく低学年･中学年･高学年ぐ

らいの内的な段階区分を設けて、よりきめ細かな

キャリア発達の段階規定や発達課題を明示してい

く必要があるだろう。今後､理論的にも実践的に

も深められるべき論点である。

これまた国立教育政策研究所が発表した「児童

生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進につい

て」に基づくものであるが、子どもたちに身につ

けてほしい「能力」を「～ができる」という水準

においてだけではなく、「～しようとする」意欲

や態度を含めて考えようとする点に特徴がある。

「４つの能力」モデルは、子どもたちのキャリア

発達の段階（学校段階）ごとに、身につけてほし

い到達目標を設定するための規準であると同時

に、学校におけるキャリア教育の全体計画やそれ

に基づく指導計画などを作成し、日常の教育活動

の点検を行う際の規準ともなるものでもあろう。

この「４つの能力」モデルは、「一つのモデル

と見なすことができるもの」であり、あくまで

｢各学校においてキャリア教育を推進する際の参

考として｣(21)活用されることが期待されるもの
であると指摘されているにもかかわらず、実際に

は、キャリア教育に取り組もうとする学校現場に

対しては、かなり大きな影響力を発揮している。

多くの学校では、４つの能力の観点に沿った「職

業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み

(例)」（[図表１］）に準拠して、自校のキャリア

教育計画を作成しはじめ、また、４つの能力とい

う観点から、個々の教育活動のねらいを明示した

り、子どもたちの取り組みの点検・評価を行った

りしている。また、「４つの能力」モデルの妥当

性を吟味するというよりは、あらかじめそれを前

提としたうえで、キャリア教育の実践事例や解説

などを行う刊行物が発行されているという現状も

ある(22)。

こうした事態の進み方は、学校におけるキャリ

ア教育の導入が、いわば“立ち上げ”期にあるこ

との反映であって、仕方のない側面もあるかもし

れない。ただでさえ多`忙な学校現場が、新たにキ

ャリア教育に取り組もうとする際、当面、提起さ

れている「４つの能力」モデルを活用するところ

から、実践的な模索をはじめるということは、十

分に考えられることである。ただ、そうした現実

的な諸条件をひとまず脇におくとすれば、あくま

で「一つのモデル」であり「参考」であると提示

(2)子どもたちに身につけさせたい能力

では、学校段階からのキャリア教育を通じて、

子どもたちのキャリア発達を促すために、子ども

たちにはどんな能力を身につけてほしいのか。キ

ャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者

会議などが提案しているのが、（[図表１］にもあ

るが、あらためて整理すると)、以下の４つの能

力（下位分類では、８つの能力）である（[図表

３])。

図表３キャリア教育で子どもに身につけさせた

い能力
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人間関係形成能力 自他の理解能力

コミュニケーション能力

`情報活用能力 情報収集

職業理解

･探索能力

能力

将来設計能力 役割把握・認識能力

計画実行能力

意志決定能力 選択能力

課題解決能力
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

図表４４能力領域の構造されている「４つの能力」モデルに関しては、以

下のような点での`慎重な吟味や議論があってもし

かるべきであるように思われる。

第一。あくまで提示されている「４つの能力」

をそのまま活用するとしても、用語については、

もう少し学校現場に馴染みやすい、これまでの教

育実践分析などで使われてきた言葉で表現すると

いうことも可能であろう（23)。その際には、小学

校・中学校・高校の学校段階によって、キャリア

教育の重点が違うということもありうるので、用

語そのものが学校段階によって違ってくるという

こともありうるだろう。（もちろん、小学校・中

学校・高校の接続のなかで、子どもたちに「身に

つけてほしい能力」の連続`性や発展性は、十分に

意識される必要はある｡）

第二。「参考」として提示された「４つの能力」

は、キャリア教育に取り組むうえで、子どもたち

に身につけさせたい諸能力のすべてであるわけで

はない。それぞれの学校が目標とするキャリア教

育の中味しだいでは、当然「４つの能力」以外の

諸能力が、加えられてもよいだろう（24)。

私見であるが、提示されている「４つの能力」

は、知的・認識的な能力と社会関係的な能力に傾

斜しているように見える。自校でのキャリア教育

への取り組みとして、もう少し感性的なものを重

視したいと考える場合や、身体と手を使ってモノ

をつくるといった能力を重視したいと考えるよう

な場合には、当然、そうした教育のねらいに基づ

く「能力」が、新たに加えられてしかるべきであ

ろう。いずれにしても、重要なのは、キャリア教

育の取り組みにおいては、「４つの能力」の育成

をはかることが大事なのではなくて、子どもたち

のトータルなキャリア発達を促すことこそが目的

であるという点である。学校現場での取り組みに

おいては、この点が、本末転倒になってはならな

いだろう。

第三。そもそも提示されている「４つの能力」

は、相互にどういう関係に立つのかが見えないと

いう問題がある。「４つの能力」は、ただ単に並

列するものなのか。それぞれの能力間の関係が、

意志決定能力

将来設計能力｜情報活用能力

人間関係形成能力

構造的に把握される必要があるのではなかろう

か。［図表４］は、三村隆男によって提案されて

いる「４つの能力」間の関係の構造図である(25)。

確かに、こうした構造化も－つの理解の仕方で

あろう。そして、こうした理解を前提にするので

あれば、子どもたちのキャリア発達の段階に応じ

て、学校現場が取り組むキャリア教育においても、

子どもに身につけさせたい能力として重視するも

のには、学校段階による強調点の違いが生じてく

るといったことも十分に考えられることであろ

う。

第四。提示されている「４つの能力」は、どこ

となく「個人」の視点に偏っているのではないか

という印象を受ける。もとになった国立教育政策

研究所生徒指導研究センターでの検討の際に、全

米職業`情報整備委員会による「全米キャリア発達

ガイドライン」（1989年)(26)などが参考にされた

ことの影響もあるかもしれないが、個人主義的な

発想が色濃いように見えるだけでなく、誤解を恐

図表５子どもたちに身につけてほしい能力
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れずに言いきってしまえば、どこかで「自立した

強い個人」を想定した枠組みであるように見えな

くもない（27)。

子どもたちのキャリア発達は、本来、①自分自

身との関係（自分づくり)、②他者との関係（仲

間づくり)、③社会との関係（社会参加）のそれ

ぞれの側面において展開されるものであろう。

[図表５］は、そうした広がりを意識しつつ、試

みに筆者自身が考案してみた「キャリア教育で子

どもたちに身につけてほしい能力」の概念図であ

る。いまだ不十分なところがあるのは重々自覚し

ているが、参考として検討いただければ幸いであ

る。

４．キャリア教育にどう取り組むか

(1)小学校におけるキャリア教育に求められ

ること

以上の議論を踏まえたうえで、それでは、学校

におけるキャリア教育にどう取り組んだらよいの

かについて、小学校を念頭におきつつ考えてみた

い。

まず、考察の前提としては、キャリア教育が小

学校・中学校・高校を通じて系統的に取り組まれ

るべきものであるとしても、とりわけ小学校にお

けるキャリア教育には何が求められるのかという

ことを明確にしておく必要があるだろう。先の

｢キャリア発達の順次性」の問題と密接にかかわ

るが、端的に表現すれば、小学校段階におけるキ

ャリア教育に求められる固有の課題は、「学校の

教育活動全体を通じて、子どもたちのキャリア発

達の豊かな土台をつくる」という点に尽きるので

はなかろうか。

小学校におけるキャリア教育が、ことのほか

｢勤労観・職業観の育成」に焦点化されて行われ

なくてはならない理由はないしましてや職業人

の講話や職場見学・職場体験などを必ず実施しな

くてはならないといったことはけっしてない。む

しろ、小学校段階の子どもたちにふさわしい人間

的成長と発達を促すためのさまざまな教育活動

が、結果としては、子どもたちのキャリア発達の

豊かな土台をつくることになるし、勤労観や職業

観の形成の基礎をつくることになるという関連性

が、深く意識されるべきであろう。

自分のことをよく知る、自分に自信を持つ、友

だちへの思いやりの気持ちを持つ、友だちといっ

しょに何かをやり遂げる経験をする、健康な身体

をつくる、ものづくりの体験をする、さまざまな

技能やわざを獲得する、自分で`情報にアクセスし

て活用できるようにする、世の中の仕組みや動き、

仕事の世界への関心のアンテナを広げる、クラス

や班のなかでの役割を担う経験をする、自分で計

画を立てられるようにする、自分のことは自分で

決められるようにする.…列挙していけばキリが

ないが、小学校教育であれば、どこの学校でも意

識され、取り組まれているであろう教育活動が、

子どもたちのキャリア発達の土台を築きあげるも

のであり、そのまま「キャリア教育」と呼びうる

ものである。これらのなかには、先に論じたよう

な「４つの能力」モデルに当てはまるものもある

だろうし、うまく位置づかないものもあるかもし

れない。しかし、当然のことながら、重要なのは、

｢４つの能力」モデルにこだわって、キャリア教

育への取り組みをつくりあげていくことではな

く、それぞれの学校独自のやり方で、子どもたち

のキャリア発達の土台を豊かに築きあげていくこ

とにほかならない。

どこの学校においても、その学校独自の教育目

標が設定されている。では、その学校がキャリア

教育に取り組もうとし、キャリア教育の全体計画

を作成する際、学校全体の教育目標とキャリア教

育計画における教育目標とは、どのような関係に

なるだろうか。

結論的に言えば、小学校段階においては、両者

は、かなりの程度まで重なるのではなかろうか。

もちろん、キャリア教育の全体計画には、子ども

たちのキャリア発達を支援するという固有の重点

的なねらいがあるため、一般的に言えば、学校全

体の教育目標とキャリア教育の目標とでは、力点

に違いが出てきてしかるべきであろう。また、あ

る程度の長期的な目標設定となる学校全体の教育
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

目標（－その意味では、抽象度も高く、普遍的

な目標になりがちである）と、一定の期間ごとに

見直しをすることになるキャリア教育の目標（－

－当面のという限定付きの、具体的な重点目標で

あってもよい）とでは、時間的な展望の違いゆえ

の力点の差が生じてくることも考えられよう。

その意味では、キャリア教育が目標とする教育

の内容は、小学校における教育活動の全般にわた

るものであるとしても、その学校に通う子どもた

ちの実態を踏まえながら、当面の重点的な取り組

みの方向性を明示するという仕方で、キャリア教

育の目標を設定するというやり方もあるだろう。

たとえば、ある学校に通う子どもたちの特徴とし

て、友だちどうしが交わり、人間関係をつくった

り、協力して何かをやり遂げたりすることが苦手

であるといった特徴（発達課題）があることがわ

かっているとしよう。その場合には、その学校が

目標とする、たとえば「よく考える子、思いやり

のある子、健康な子」といった学校教育目標は不

動のままに、キャリア教育の目標としては、「人

間関係形成能力」の育成を軸にした目標設定をす

るという選択も十分に考えられるだろう。

のうち、「総合的な学習の時間」の領域を、学年

ごとの年間指導プランに落とし込んだものであ

る。詳しい検討はここではできないが、それぞれ

の学校なりのキャリア教育の目標を明確にし、そ

れを実際の教育活動に具体化していくということ

のイメージは浮かべることができるだろう。

重要なのは、すでに論じたように、「４つの能

力」にしても、キャリア教育の目標にしても、そ

れぞれの学校ごとに、教育上の重点的なねらいや

子どもたちの実態に即して、自由に創意工夫され

るべきものだという点にある。そして、こうした

学校全体のキャリア教育計画について検討し、教

員集団で丹念に議論していくことを通じて、その

学校の教師一人ひとりが、以下のような点を確認

できるようになることが大切であろう。

小学校を対象に考えた場合、端的に言えば、こ

れまでの小学校の教育には、キャリア教育の視点

から見た場合にも、効果が期待できそうな内容や

活動が豊富に含まれているという事実の確認であ

り、意識化である。小学校教育をまつとうに実践

していくことが、同時に、子どもたちのキャリア

発達を促すキャリア教育としての効果をあげるこ

とにもなるのだという連関が、それぞれの教師に

実感できることが大切であろう。キャリア教育が

"プラスα”の発想で考えられてはならないこと

は、先にも触れたが、そのためにも、学校全体の

日常の教育活動こそが、キャリア教育の豊かな土

台であると同時に、内容そのものでもあることが、

深く理解される必要があるだろう。

(2)教育課程全体の点検と見直し

学校がキャリア教育に取り組もうとするとき、

まず最初に取りかかるぺきは、キャリア教育をす

すめるという観点から、その学校の教育課程全体

を見直してみるという作業である。多くの学校が

試みているのは、先の［図表１］に提示した「職

業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み

(例)」などを参考にしながら、自校の教育課程全

体を通して、キャリア教育で子どもたちに身につ

けてほしいと考える力をどうつけていくのかを、

学年ごとの段階に沿って、各教科、特別活動、道

徳、「総合的な学習の時間」の領域ごとに、具体

的に計画化していく試みである。

イメージを喚起するために例示すれば、［図表

６］は、広島県三原市久井小学校が作成した「キ

ャリア教育全体計画」であり、［図表７］は、静

岡県沼津市立原東小学校の「キャリア教育計画」

(3)学年間、教科間、領域間の「連携」

ただし、これまでの小学校の教育には、キャリ

ア教育としての効果が期待できる内容や教育活動

が豊かに含まれていたとしても、キャリア教育と

いう観点からの教育課程の点検をしてみればわか

るように、それらの要素は、学年間の系統`性、教

科間の連携、教科・特別活動・「道徳の時間」・

｢総合的な学習の時間」の領域間の連携といった

点において、必ずしも意図的・計画的に配置され

ていたわけではないということも事実である。
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平成１７年度久井小学校キャリア教育全体計画

学校行願
学級活動

その他の特別活動

知の包切な宙等のｒに．兄、

の自発的，自治的な活動が卯
囲餉１－厘Ｎ目士泊ストニ1-＊エ

呵辱相百三の関HUI堵

6０ 

｢可

学校教育目標

自ら学び，進んで実践する人間性豊かな児童を育成する。
Ｌ 

｢よりよい人間関係を築きながら，自らのよさに気づき．

自分らしさを発揮して夢と希望のある生活をつくりだしていこうとする意欲・態度の育成」

①家庭，学校，地域の一員としての役割を果たすことによって．自分の長所や得意分野に気づき，生活の中でそれらを生かそうとする意欲や態度をもつ。
②将来への夢や希望をふくらませながら，職業に対する基本的な知識・理解を得る。

③卒業後の中学校生活における新しい環境や人間関係について理解し心構えをもつ。

【平成１７年度重点目標】

①教科，道徳．総合的な学習の時間，特別活動との関連を図ったキャリア教育の推進

②人間関係能力の育成に重点をおいたキャリア教育の推進

③社会体験学習の実施と事前・事後指導の充実

キャリア教育学年指導目標

低学年 中学年 高学年

･友連作りを中心に自己及び他者への関心を高め，自己の役

割や身の回りの仕事に対し意欲的に関わろうとする噸度を

養う 。

見つけよう自分のよさ

･自己のよさや自分の伸びを見つけることによって自己肯

定感を育てるとともに.友達と協力して槻々

行おうとする態度を饗う゜

な体験活動を

見つめよう未来

･自己の個性を理解し、夢に向かって自分の能力を高めようとす

る意欲や態度を育てる。

領域

各領域等における指導内容

各教科 道徳

特別活動

学級活動
学校行廟

その他の特別活動

総合的な学習の時間

その他の教育活動

保護者・地域との連携

人間関

係形成

能力

｢聞く」「話す」とい

う具体的場面を通し

て。。ミュニケーショ

ン龍力を習得する。各

教科のねらいに即し

た基礎･基本を身につ

ける◎ 

自分や友連のよさを見つけ

たり個性を理解したりし

て．ともに向上しようとす

る感度を育てる。

希望や目標を持って生きる態

度．基本的生活習慣．心身共

に健康で安全な生活態度の形

成と望ましい人間関係の育成

に資する活動を行う。

学校生活の充実と向上のた

めに諸問題を話し合い，協

力してその解決を図る活動

を行う。

自分の遼見や気持ちを相

手にわかりやすいように

表現することができる。

友だちと協力して．学習
に取り組む。

保趨汁．係１７園．小・虫・ｌＵ等

学校．地域社会との巡視・交泣

を因り．地域ぐるみの活動を行

う。

社会枚何施設や地域の施設を活

川し、体験的活動を充史する．

情報活

用能力

身近で働く人々を観

察したり図鑑で劇ぺ

たりした情報を取拾

選択し‘効果的に発値

する。

身近で働く人の樺子がわか

り．働くことの愈襲や働く
人々の槻々な思いがわか

る。

家庭や地域の人々との遮携．

社会教育施設等の活用など工

夫する。

体験的な活動を行うことに

よって，学校生活に秩序と

変化を与え．全校及び学年

集団への所属感を深める。

学習したり体験したりし

たことをグループでまと

めたり発表したりする。

行叩への参加や外郁３０節の1mへ

い、地域の学澗牧材を生かす。

ＰＴＡとの迎携の充拠をn.る゜

将来設

計能力

将来の目顧や生活と

の関連の中で今の学

習の必要性や大切さ

を理解する。

自分の将来の夢や希望を持

ち自分でやろうと決めたこ

とは．前向きに何事に６敗

り組む。

学級活動などにおいて，児童

が自ら現在及び将来の生き方

を考えることができるように

工夫する。

勤労の尊さや生産の喜びを

体得するとともに．体験活

動を行うことで集団行動に

おける望ましい態度や協力

してよりよい学校生活を築

こうとする態度を育てる。

見学や調査,発表や討鎗．

物作りや生産活動などの

体験的な学習を通して．

自分の考えをしっかりと

もたせ，計画を立てる。

幼・小・『１，．iiNI沖学校と系放立

てた乍岡を進め，キャリア､i何

の允拠を図る゜

意思決

定能力

体験的な活動や問題

解決的な活動を通し

て．自主的に課題を見

つけ，主体的に解決し

ていこうとする。

自分の仕事に責任を持って

取り阻むことの大切さや自

己決定ができる。

学級活動，児童会活動及びク

ラブ活動の指導については，

指導内容の特質に応じて．教

師の適切な指導の下に．児童

の自発的，自治的な活動が効

果的に展開されるようにする

とともに．内容相互の関連を

図るよう工夫する。

集団行動における望ましい

態度や協力してよりよい学

校生活を築こうとする態度

を育てる。

自分の力で課題を解決し

ようとする。

好ましい人mluq係のff皮をめざ

しF1己典型を図る゜
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

既定の時間割に沿ってそれぞれに展開されるわけ

であるが、相互の関連については、子どもたち自

身にも意識化できるように促しつつ、一連のユニ

ットの学習がほぼ同時期に展開されるようにし

て、全体のまとめや振り返りの時間（上記の例で

言えば、④）を確保するということが必要となる

わけである。

もちろん、各教科や道徳などの領域には、その

教科なり領域なりに即した教育目標があり、￣時

間一時間の授業についても、その教科固有の、あ

るいは領域に固有のねらいが設定されている。し

たがって、各教科や領域間の連携によってキャリ

ア教育のユニットを組むということは、教科や領

域での教育活動をすぺて、いわば「キャリア教育」

化してしまうということを意味するわけではな

い。そうではなくて、「連携」には、（上記の③の

ように）「総合的な学習の時間」を活用して、直

接にキャリア教育としてのねらいを持たせた活動

を行うこともあれば、（④のように、作文指導と

いう）教科としてのねらいとキャリア教育として

のねらいが並び立つこともあれば、（①②のよう

に）教科なり領域なりのねらいに即した教育活動

の展開が、結果としてキャリア教育としての効果

も生みだす（キャリア教育で身につけさせたいと

考える力の育成につながる）こともある、といっ

た多様な形態が取られるべきことが理解されなく

てはならない(29)。

子どもたちにどんな能力を身につけてほしいの

かというキャリア教育の目標に照らしながら、こ

うした各教科．領域の連携からなるユニットを、

年間を通じて、また学年進行に応じていくつも創

りあげていき、教育課程全体のなかに体系的に位

置づけていくことが、まさに学校が全教育活動を

通じてキャリア教育に取り組んでいくということ

になるのである。おそらく現実的に言えば、それ

ぞれのユニットにおける各教科・領域の連携は、

かなり緩やかなものとなるため、ユニットとして

の教育活動に“まとまり，，を付けるための特別の

時間等の設定が、キャリア教育計画の節目節目に

必要とされるということはあるだろうが。

これまでの小学校教育においてキャリア教育と

しての効果が期待できそうな教育活動（各教科の

単元や学校行事、委員会活動やＨＲ活動、あるい

は「道徳の時間」の授業や「総合的な学習の時間」

の活動など）を「点」に瞼えるならば、小学校の

教育課程には、たしかにそうした「点」が数多く

存在している。しかし、それらの「点」が結びつ

くことで「線」ができたり、そうした「線」がよ

り合わざることで「面」になったりというふうに

はなっていない。学校が取り組むべきことは、こ

うした意味で、「点」を「線」にし、「線」を「面」

にしていくために、その学校の教育課程全体を点

検し、関連する「点」や「線」を有機的に結びつ

けていくという観点から教育課程を編成し直して

いくことである。

これも一例であるが、たとえば、「人の生き方

から学ぶ」（自分の将来について考えていくため

の土台にする）といったキャリア教育のねらいが

定められたとすれば、

①「道徳の時間」では、個人の生きざまが主題と

なる、あるいは教材として使われているような単

元を扱う（例、「漫画家になろう－手塚治虫｣）

②国語の単元としては、個人の生き方を取り上げ

た作品を扱う（例、「イーハトーブの夢一宮沢

賢治の生き方と理想｣）

③「総合的な学習の時間」では、たとえば「先輩

から学ぶ」といったプログラムを実施して、自分

の興味のある人を選んで、伝記や資料等を調べさ

せ、その人の考え方、業績、努力のかたち等から

学ばせる。また、実際に、卒業生や地域の人など

をゲスト．ティーチャーとして招いて話をしても

らう、等の一連の学習活動を組む

④国語の授業で、以上のような学習で学んだこと

をもとにして、「20年後の私へ」といったテーマ

の作文を書かせる

といったひとまとまりの教育活動をユニットとし

て展開するということが、そうした結びつけの作

業に当たる(28)。要するに、上記のような活動は、

6１ 
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原東小キャリア教育の核となる１～６学年［生活科十総合］の主な学習内容（平成16年度）

6２ 

1年 2年 3年

研修テーマ
人や自然とふれあい，

自分の思いを表現できる子

自分の思いを持ち，

仲間とともに活動を広げていく子

自分の思いを持ち，

調べ方を学び，

新しいことを発見する子

１学期

ともだちいっぱい

あそびにいこうよ

あさがお・まめを育てよう

学校探検をしよう

⑥ 

○クラスの人，１年生の人，学校中

のいろいろな人となかよしにな

ろう（あくしゅ大作戦）

⑩ 

○１年を通して公園や地域を探検

○種まきから種とりまで

○２年生と探検

○学校のひみつ

⑥ 

⑱ 

ぼうけんいっぱい，

かんどういっぱい

○野菜を育てよう

⑮ 

野菜を植えよう，野菜を育てよう

サツマイモを植えよう

野菜の取り入れをしよう

●学校探検

学校のことをよく調べ，1年生を

案内しよう

○野菜の精たちのカーニバル

●校区探検パート１

田んぼ，川など自然探検

校区の秘密を教え合おう

自分の家の周囲を中心に

保育園，幼稚園の先生

○知ってること ● 

知らないこと

○調べてみよう
● 

● 

⑳ 

どんな調べ方ができるかな

インタビューしよう

○まとめよう
● どんなまとめ方ができるかな

．わかりやすくまとめよう

○発表しよう

２学期

いきものだいすき

ようこそあきのくにへ

花いつぱいになあれ

みんなだいすき

○虫となかよし

⑫ 

○うさぎとなかよし

○ぼくじようへいこう

○秋をみつけよう

○秋を感じよう

○秋をつたえよう

⑯ 

④ 

○花を選ぶ，球根を買う，育てる

⑭ 

○家の名人をさがそう

○家の仕事をさがそう，挑戦しよう

ぼうけん，はっけん，

おまつりだ！

収穫の祭りを開こう

⑮ 

○１年生を招待してお祭りをしよう

●校区探検パート２

私たちの校区を案内しよう

･地元の子どもが探検を実施

もっと調べたいことを見つけよ
－ 

７ 

･地域の人材にも目を向けて

○つくってあそぼう

松ぼっくりやどんぐりで作ろう

●乗り物に乗って出かけよう

お年寄りとなかよくなろう

お店ではたらく人

(デイサービスとの交流）

⑨ 

○計画の実施に向けての準備や練習

○交流会の実施

○振り返り，お礼の手紙

⑭ 

(４つの店をグループで）

○見学→課題づくり

○予想→見学

○見学→まとめ

○学年発表

３学期 もうすぐ２年生

○家の仕事発表会をしよう

○むかしのあそびに挑戦しよう

⑩ 

○できるようになったよ

○発表会をしよう

○ありがとう６年生

○1年生を迎える用意をしよう

自分たんけん，自分はつけん

小さいころのこと知りたいな

成長のアルバムを作ろう

ぼく・わたしの物語

もうすぐ３年生

⑯ 小学校にご招待 ⑥ 

(新入学児童との交流）

○計画を立て，準備や練習をする

○交流会の実施

○振り返り，手紙を書く
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日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

※九囲み数字は時間数。

6３ 

4年 5年 6年

研修テーマ
地域を支える人と関わりながら

その活動をまとめ，

友だちに伝えることのできる子

働くことを通して，

自分のよさや友達のよさを

見つけることができる子

夢をえがき，他と関わりながら，

目標達成に向かって努力し，

追求する子

１学期

よさや思いをみつけよう地域

のためのいろいろな仕事や活動

【地域を支える人たちを見つめよう】

⑳ 

○学校や地域の動植物の変化を通し

て ， 花壇や公園や街路樹の世話

をしている人々の活動に目を向

ける 。

●地域で仕事やボランティア活動を

している人のよさを見つける。

○地域のゴミや水の処理をしている

人の活動を調べ，思いや願いを

知る。

●寺や神社，店や工場，施設で仕事

をしている人にインタビュ_し

たり

わり

， 

， 

一緒に体験したりして関

様子を調べる。

自分の「よさ」をみつけよう ⑳ 

○自分の好きなところを探し，５年

生のめあてを持とう

○働くことの大切さを考えよう
● なぜ働くのだろう

･役割を果たさなかったらどうな

るのだろう

○自然教室への取り組みを通して，

がんばっている自分たちのよさ

を見つけ合おう

みんなの思いを集めて

｢原東キッズマート」を開こう

【つかもう，みんなで夢を！

咲かそう「マイオンリーワン｣】

○課題の設定

○経営計画づくり・調査・探究

○出典準備

○開店１原東キッズマート

○振り返り

⑮ 

２学期

伝えよう地域のために仕事

や活動をしている人を ⑳ 

○地域の自然を観察したり地域の人

や関係者にインタビューしたり

して ， 地域で仕事や活動をして

いる人の思いや願い，自分の考

えをまとめ，発表会を開く。

●地域の人々の伝統行事や太鼓への

思い，願いを知り，贋作太鼓の

打ち方を学ぶ。

●地域で寺や神社，店や工場，施設

などで働いている人，地域の行

事や祭りなどで活動している人

に目を向け，思いや願い，自分

の考えをまとめ，発表会を開く。

自分の「よさ」を伸ばそう ⑯ 

○「自分のよさ」を生かしてやって

みたいことを考えよう
● アンケート調査

･挑戦したいことを決める
● コース別話し合い

･課題追求
● 

● 

ミニ発表会

実践

･報告会，発表会

さあ，でかけよう

夢さがしの修学旅行

探検！体験！もうすぐ中学生

⑯ 

○計画づくり・調査・追求

○修学旅行で咲かせよう

マイオンリーワン

○振り返り

○計画づくり・調査・見学

○進路決定．振り返り

⑫ 

３学期

いっしょに行動しよう

自分たちにできることを ⑦ 

○地域の自然や環境を大切にしてい

く呼びかけをする。

○自分にもできることを考え，行動

する。

●地域で活動している人の思いや願

いが他の人にも伝わるよう，呼

ぴかける。

●自分にもできることを考え，行動

する ○ 

目標とする人に近づくためにで

きることを見つけ，実践しよう ⑲ 

○１年間のお手本にしてきた６年生

のよさを話し合おう

○最高学年になる`し構えを作ろう

○ぼく，わたしのめざす「目標とす

る人」をまとめてみよう

○６年生を送る会に関わる取り組み

自分の「マイオンリーワン」を

語ろう

○オンリーワンの卒業式づくり

○自分の夢を発表しよう

○卒業式で将来の夢を語ろう

⑫ 
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（４）教師間の連携、学校の外部との連携

論じてきたような形での学校の教育課程の再編

成ができるためには、そしてそれを効果的に実践

していくためには、どうすればよいだろうか。

ひとつには、教師一人ひとりが、各教科、特別

活動、「道徳の時間｣、「総合的な学習の時間」の

相互連関についての意識を強めていく必要がある

だろう。中学校以上のような教科担任制ではなく、

学級担任制を前提とする小学校においては、この

点では条件的に恵まれているはずであるが、それ

でも、それぞれの授業や教育活動を個々にこなし

ていくといった発想に陥りがちになってしまうの

が、学校の日常というものであろう。また、これ

までは各教科や領域の固有のねらいについて意識

していていればよかったところに、キャリア教育

の観点からのねらいや効果についても意識する必

要があるということになれば、それはそう簡単に

できることでないのも確かであろう。そうであれ

ばこそ、キャリア教育についての教師自身の意識

を高めていくことが求められるし、それを促すた

めの点検・評価活動を、教育課程のなかに組み込

んでおくといった工夫も必要となるだろう。

ふたつめには、教師問の連携が強化される必要

があろう。各教科や領域における取り組みは、学

級担任によって担われることが多いとしても、そ

れぞれの教育活動のねらいや位置づけといった点

については、個々の教師任せにするわけにはいか

ない。学年の教師間での連携と協働が必要であり、

教育活動の中味によっては、クラス単位ではなく

学年全体での取り組みとして展開されたり、ある

いはクラスをバラして機能的なグループを編成す

るといった工夫が必要となることもあるかもしれ

ない。また、小学校の六年間を通じた子どものキ

ャリア発達を促すという見通しを持つためには、

学年を超えた教師問の連携によって、取り組みの

順次`性や発展性を考えていくといった必要』性も生

じてくるだろう。いずれにしても、学校をあげた

キャリア教育への取り組みは、「学級王国」と称

されることもある小学校の教員文化の組織的協働

のあり方（弱さ）を変えていくことでもある。

最後に、学校と「外部」との連携が、これから

発展させていくべき課題として、追究されるべき

であろう。キャリア教育とは、本来、学校と社会

との接続を意識したうえでの学校教育改革の視点

である。また、子どもたちのキャリア発達という

ことを考えるのであれば、当然のことながら、そ

れは学校を舞台にしてだけなされるわけではな

い。子どもといえども、立派な生活者であり、家

庭や地域社会、メディアやサブカルチャー等の影

響を受けながら成長していく存在である。そうで

あれば、子どもたちのキャリア発達において求め

られる力を、すべて学校教育において身につけさ

せようといった発想は、ある意味では本末転倒な

のである。むしろ、子どもたちの学校外での生活

体験を、キャリア発達という観点に即して、意味

づけたり、意識化させたりするのが､学校教育の、

とりわけ学校におけるキャリア教育の役割なので

はなかろうか。そうした意味で、学校と「外部」

との連携は、ゲスト・テイーチャーを呼ぶとか、

職場見学を実施するといった次元だけではなく、

より深く本質的に探究される必要があるだろう。

注

（１）拙稿「日本における『キャリア教育』の登場と

展開一高校教育改革へのインパクトをめぐって」法

政大学キャリアデザイン学会編「生涯学習とキャリア

デザイン』創刊号、2004年、拙稿「キャリア教育の動

向」日本子どもを守る会編「子ども白書2004』草土文

化、2004年、など。

（２）国立教育政策研究所の「職場体験・インターン

シップ現状把握調査」（2005年）によれば、2003年度

に職場体験・インターンシップを実施した学校の割合

は、中学校83％、高校44.3％にまで至っている。この

うち、中学校の４割弱［１割弱]、高校の５割強［２

割］は、2001年度［2003年度］以降に新たに取り組み

をはじめたものである。

（３）若者自立・挑戦戦略会議（文部科学・厚生労

働・経済産業・経済財政政策担当大臣）「若者自立・

挑戦プラン」2003年、５頁

（４）拙稿「フリーター・ニート問題と学校教育の課

6４ 

Hosei University Repository



日本における「キャリア教育」実践の展開（１）

題」「月刊クレスコ」2005年９月号、大月書店、拙稿

｢フリーター・ニートとは誰か－－つくられるイメー

ジと社会的視点の封印」佐藤洋作ほか編「ニート・フ

リーターと学力」明石書店、2005年、などを参照。

（５）2004年度からの文部科学省の事業であり、言う

までもなく「若者自立・挑戦プラン」に基づく同省の

｢新キャリア教育プラン」の一環に位置づく。全国で

45の地域が指定されている｡詳しくは、httpWwwwm

extgo.』p/a-menu/shotou/Career/04081101/002.htｍ

で見ることができる。

（６）キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協

力者会議・報告書「児童生徒一人一人の勤労観、職業

観を育てるために」2004年、７頁

（７）同様の登場の仕方をした文部省の政策に、１９９０

年代前半における「新しい学力観」「新学力観」があ

ったことは記憶に新しい。文部省「小学校教育課程一

般指導資料.新しい学力観に立つ教育課程の創造と展

開』東洋館出版社、1993年、を参照。用語としての

｢新しい学力観」は、今ではすっかり使用されなくな

った。「キャリア教育」もまた、同じような運命を辿

ることにならないように願いたいものだ。

（８）拙稿、前出「日本における「キャリア教育」の

登場と展開一高校教育改革へのインパクトをめぐっ

て」

（９）たとえば、川崎友嗣「米国におけるキャリア発

達研究の動向」「日本労働研究雑誌』No.409,1994年、

高橋俊介「キャリア論」東洋経済新報社、2003年、な

どの整理を参照。

(10）基本的には、，.Ｅスーパーのキャリア発達論を

念頭においている。したがって、キャリアをもっとも

広義に解する立場であり、かつ、自己概念の発達との

関係で、キャリアおよびキャリア発達を捉えようとす

るものである。なお、スーパーの理論については、渡

辺三枝子編『キャリアの心理学一一働く人の理解

｢発達理論と支援への展望｣」ナカニシヤ書店、２００３

年、第１章（執筆者は、岡田昌毅)、を参照。

(１１）実は、日本の教育行政関係の公的文書では最初

に「キャリア教育」という用語を使った中教審答申

｢初等中等教育と高等教育の接続の改善について」

(1999年）では、キャリア教育は、「望ましい職業観.

勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせる

とともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択

する能力・態度を育てる教育」と定義されていて、職

業観・勤労観に「望ましい」という形容詞が付加され

ていた。キャリア教育の推進に関する総合的調査研究

協力者会議の報告書では、「望ましい」は削除されて

いる。

(１２）この点では、「キヤリアアップ」という、近年で

はよく目にするようになった日本語が、キャリア論の

本質からすれば、きわめて異様なものであることがわ

かるだろう。本来、キャリアには“上昇”も“下降”

もないはずである。

(13）言うまでもなく、これは、教育が本質的な意味

で「保守的」な性格を持つという点にかかわる。木村

浩則「アレント教育論における『保守」と『革新』－

－ハンナ・アレントの教育理解再考」教育思想史学会

｢近代教育フォーラム」No.10,2001年、が刺激的であ

る。

(14）「開かれた」というキーワードの選択もそうであ

るが、ここで念頭においているのが、いまもって、教

育の「自発的な社会的統制」機能を論じた勝田守一の

理論であることは、正直に付記しておきたい。勝田守

一『教育と教育学」岩波書店、1970年、を参照。

(15）国立教育政策研究所生徒指導研究センター「児

童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」

2002年

(16）その他の文部科学省関係の施策には、「日本版デ

ュアルシステム｣の推進､フリーター再教育プラン(専

修学校)､キャリア高度化プラン(大学､大学院)､専門高

校等における専門的職業人の育成、草の根ｅラーニン

グ・システムの整備などがあるが､ここでは触れない。

http://www、ext､gojp/a-menu/ikusei/wakamono／

indexhl7htmを参照。

(17）詳しくは、註４の拙稿を参照。

(１８）教育の領域で言えば、すでに1970年代から、主

として進路指導の研究者や関係者のあいだでは、アメ

リカで展開されていたキャリア教育への注目がなされ

ていた。その後、日本でも、「キャリア教育」的な発

想に基づく進路指導の改善の取り組みも見られたわけ

であり、こうした展開の延長上に、「キャリア教育の

6５ 
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推進」の施策が位置づけられたならば、それなりの受

けとめ方もありえただろう。

ただし、その場合でも、従来の進路指導のあり方を

どう捉えるかという点については、批判的視点を含ん

だていねいな吟味が必要ではあるが。全国進路指導研

究会編「現代の進路指導』民衆社、1979年、菊地良輔

『中学生の進路と受験期」新日本出版社、1989年、な

どを参照。

(19）児童生徒の問題行動等に関する調査協力者会

議・報告「学校の『抱え込み」から開かれた『連携』

へ－－問題行動への新たな対応」1998年、少年の問題

行動等に関する調査研究協力者会議・報告「心と行動

のネットワークー心のサインを見逃すな、『情報連

携ｊから『行動連携』へ」2001年、などを参照。

(20）現在、「ニート」と呼ばれる若者の増加が社会問

題化しているが、実は「ニート」のうち半数近くは、

過去に就業経験を持っていることがわかっている。内

閣府の青少年の就労に関する研究会「若年無業者に関

する調査（中間報告)」2005年、を参照。

ニートについての事例報告は、こうした若者の少な

くない部分が、就業時における何らかの「挫折」体験

が尾を引いて、次の就職に向けての一歩がなかなか踏

み出せない状況にいることを伝えているが、今日の若

者たちの「職業的社会化」をめぐる困難を象徴的に示

したものと言えるだろう。

(21）キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協

力者会議、前出「児童生徒一人一人の勤労観、職業観

を育てるために｣、２２頁

(22）月刊の「進路指導』誌（日本進路指導協会発行）

の各月号に紹介される実践例、三村隆男「図解はじ

める小学校キャリア教育」実業之日本社、2004年、な

どを参照。

(23）たとえば、静岡県沼津市立原東小学校では、同

校のキャリア教育の全体計画において、「４つの能力」

を前提としながらも、将来設計能力を「えがく力｣、

情報活用能力と人間関係形成能力を「かかわる力｣、

意志決定能力を「もとめる力」と表現して、子どもた

ちに「つけたい力」を概念化している。三村隆男、前

出「図解はじめる小学校キャリア教育｣、５１頁、三

村隆男・沼津市立原東小学校編「キャリア教育が小学

校を変える！－沼津市立原東小学校の実践」実業之

日本社、2005年、を参照。

(24）たとえば、キャリア教育をコアとする小中一貫

教育の開発に取り組んでいることで有名な京都教育大

学付属京都小学校・中学校では、「４つの能力」モデ

ルに、さらに２つの能力（下位分類で４つの能力）と

して、「自己分析能力（自己評価能力、自己決定能力)」

｢社会参画能力（社会参加能力、社会貢献能力)」を加

えて、特色あるカリキュラム展開を試みている。京都

教育大学付属京都小学校、同中学校編『特色ある学校

づくり「新学校構想」（その２)』2004年、を参照。

(25）三村隆男「小学校キャリア教育入門（２）」「進

路指導』2005年５月号、日本進路指導協会、４２頁

(26）同ガイドラインが、子どもたちがキャリア発達

を通じて身につけるべき能力としたのは、「自己理解」

｢教育的、職業的探索」「キャリア設計」の三つの能力

である。

(27）今日の新自由主義「教育改革」の文脈に照らし

てみれば、このことの意味は大きいが、ここで論じて

いる余裕はない。拙稿「期待される人間像のく裂け

目＞－教育基本法「改正」問題によせて」『現代思

想」2004年４月号、青士社、を参照。

(28）三村隆男、前出「図解はじめる小学校キャリ

ア教育』、に集録されている東京都港区立白金小学校

の実践例を参考にしている。

(29）なお、以上の議論は、各教科や領域の教育活動

における子どもたちの「学習内容」に注目した連携の

あり方である。実際には、「学習内容」とは別に、「学

習方法」のレベルにおける連携がありうる点について

も、注意が必要であろう。たとえば、教科学習におい

て、内容的には教科固有のねらいに沿ったことを学ん

でいたとしても、その際の子どもどうしの討論や協同

作業を媒介とするような学習の形態が、「人間関係形

成能力」の育成につながるといった関連である。

6６ 
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